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１．「深い学びの実装」と「多様性の包摂」



現行学習指導
要領の熟成

「令和答申」の
実装



子ども主体・個別最適
は素晴らしいけれど、深
まりに欠けるのでは？



２．子ども主体の学習で「深い学び」を実現する



深い学びは「関連づく」学び

深い学び＝浅くない学び

浅い学び：自分と無関係な学び、教科の世界に閉じた学び、個々バラバラな学び

深い学び：知識が関連づく学び

どのように関連づくことが望まれるか？

①子どもと関連づく（記号接地）

②状況と関連づく（オーセンティックな学び）

③相互に関連づく（統合的な理解・総合的な発揮）

※教材から内容へ、内容から系統へ、1単位時間から単元へ

教科の内容・系統が俯瞰的に把握できる（見方・考え方＝教科の本質）カリキュラムへ





６年生「円の面積の応用」で、ボケて４年生の複合図形・Ｌ字型を出題

さすがに全員解ける：①分割して合算、②欠けている部分を引く、③等積変形

「先生、うっかりしていました。６年生はこの問題です」

「難しそうだけど、Ｌ字型の考え方を活かせば解けそう！」

さらに、各時点での既習の基本図形を確認

２学年前の既習を足場に「転移する学力」を育成する



授業づくりの基本を、１単位時間から単元へ

単元（unit）単なる、内容、教材、活動、時間のまとまりではない

大切なのは「子どもが目的や見通しをもって学べる学習過程のまとまり」にすること

１単位時間の授業を８つ積み上げれば単元になるわけではない

単元を実施の都合上、８時間に分けているだけ

パフォーマンス課題＝単元全体の学びを活用し、思考や表現の工夫の余地のある課題を設定

評価もパフォーマンス課題で行う。評価基準も、事前に共有

中学２年理科「電気の世界」36時間の授業（静岡県御前崎市立浜岡中学校）

「電磁調理器（IH調理器）を使うと、どうしてあたたまるのか」



情報の開示・共有

新しい単元に入る少し前に、子どものクラウドに単元の情報をアップする

単元全体として何を学ぶのか

何ができるようになればよいのか

評価の方法（テスト、レポート、実演等）と評価基準・規準（ルーブリック）

時数と単元構成（対応する教科書や資料等の箇所）

利用可能な教材や学習情報

既習事項は何か、この先はどう発展するのか（内容系統）



情報の開示・共有から子どもの参画へ

何をするか事前に理解している子ども、先回りして学んでくる子ども

毎時間の丁寧な導入は必ずしも不可欠ではなく、いきなり授業に入ることも可能に

授業づくりに対し、子どもが意見を表明する機会、参画する機会を設ける

教科係に事前に単元の学習計画を提示し、意見を出してもらい、必要に応じて修正する

その教科が苦手な子、嫌いな子にも係に入ってもらう

さらには、授業の実施を子どもに任せてみる



３．「個性の伸長」と「公正で民主的な社会」の実現



児童生徒の多様性を包摂する必要性（小・中）

家にある本の冊数が
少なく学力の低い
傾向が見られる子供

12.5人
(35.6％)

特異な才能の
ある子供

0.8人
(2.3％)

不登校

0.7人
(2.1％)

学習面又は
行動面で著しい
困難を示す子供

2.2人
(5.6％)

不登校

2.7人
(6.7％)

家にある本の冊数が
少なく学力の低い
傾向が見られる子供

15.7人
(39.2％)

小学校（35人学級） 中学校（40人学級）

※各数字の出典は諮問参考資料P45,46参照
https://www.mext.go.jp/content/20242127-mxt_kyoiku01-000039494_03.pdf

日本語を家で
あまり話さない子供

1.0人
(2.9％)

⚫ どの学校でも、多様な個性や特性を有する子供が在籍している実態が顕在化。多様性を包摂し、
一人一人の意欲を高め、可能性を開花させる教育の実現が喫緊の課題

不登校
傾向

4.1人
(10.2％)

学習面又は
行動面で著しい
困難を示す子供

3.6人
(10.4％)

特異な才能の
ある子供

0.9人
(2.3％)

日本語を家で
あまり話さない子供

1.3人
(3.2％)

不登校
傾向

4.1人
(11.8％)



わがままな
子になる？



個性の伸長・個人の自立と対話・協働の相補性・互恵性

「好き」を育み、「得意」を伸ばすと、わがままで社会性のない子どもになる？

自身の個性を存分に伸長できるからこそ、他者の個性の価値も理解・尊重できる

自立した個人であってこそ、同じく自立した異なる他者とともに対話・協働ができ、合意ができる

個人として自立していなければ、当事者意識≒責任を持って自分の意見を形成できない

自立とは「他人に迷惑をかけない」ことではなく、「頼れる先をたくさん持っていること」

自立した個性的な存在であってこそ、相補的で互恵的な頼り合い＝対話・協働が可能となる

「正解主義」と「同調圧力」を克服し「自立」「協働」による「公正で民主的な社会」の実現を目指す



４．「環境を通して行う教育」で
２つの「好き」「得意」を育む



「好き」「得意」とは何か？ どのように育み、伸ばすのか？

２つの「好き」「得意」＝個性

１）学ぶ領域の「得意」：自分の好き・得意・必要な領域や活動を知っている

２）学び方の「得意」：自分に最適な方法・時間・教材を知っていて、それらを適切に組み合わせ
て学習計画を立案し、実行できる

・・・いずれも実際に試行錯誤してみないと、わからない、できるようにならない

１）典型的には「個人総合（マイ探究）」＝本校の「フリー・スタイル・プロジェクト」で

２）典型的には教科の「単元内自由進度学習」＝本校の「マイプラン学習」で



100年前に世界各地で誕生した個別最適な学びの源流

ドルトンプラン（1920年代）
奈良女子高等師範学校附属小学校

「独自学習」（1920年代）



個性化教育（愛知県東浦町立緒川小学校：1980年代）



「個人総合（マイ探究）」実践上のポイント

「夏休みの自由研究」を学校で展開していると考えれば、気が楽に

子どもが追究したいこと、自己実現につながる活動であれば、基本的にOK

学校的な価値で過剰に制限しない・・・忖度させない

探究のスパイラル（課題設定・情報収集・整理分析・まとめ表現）を過剰に意識しない

まずは教師が個別にしっかりと相談する（その子の世界、言い分を丁寧に聞く）

毎回同じことを同じ水準で繰り返す子には、何らかの発展を求める

発表会は必須ではない・・・子どもの選択でも構わない

「やってみてこれは違う」がわかることは、自らの「好き」「得意」の発見



単元内自由進度学習を基礎づける２つの心理学的知見

キャロルの学校学習のモデル（1963年）

「十分な時間が与えられれば、すべての学習者が学習課題を習得できる」

「うまく学べないのは能力が低いからではなく、十分な時間を与えられていないから」

一人ひとりの子どもが自分のペースで学び進め、単元終了時に「必修」内容が終わればよい

クロンバックのATI（Aptitude Treatment Interaction 適性処遇交互作用）（1957年）

「複数の教材や指導法の効果は、子どもの学習適性によって異なり、時には逆転する」

「うまく学べないのは能力が低いからではなく、その子にあった教材や指導法が提供されていないから」

多様な教材、指導方法を提供し、教師の支援の下、子どもが選択できるようにする

教科書等をベースにした標準コースを作った後、それでは難しい子がいる場合には別のコースを作る



教える教育から環境を整える教育へ

全員の子どもが教師の目の前にいない：どうやって教えるの？

適切な環境さえあれば、子どもは環境に関わり学んでいく

もう１つの教育方法としての「環境を通して行う教育」



教科書を時間軸から解き放ち、空間的に表現する

棒を使って

点を結んで

色板を組み合わせて

１年生：図形の構成



幼児教育ではごく普通に実践されている

有能な学び手という子ども観に立ち、環境を
通して行う教育を主要な方法としてきたから



経験 知識

教師

生徒

教師
知識データベース
エキスパートシステム

口頭継承パラダイム 現在のパラダイム 情報技術パラダイム

生徒 生徒 生徒 生徒

口頭による教師の一方
的な伝達

情報の伝達者及びゲー
トキーパーとしての教師

知識データベース等に、
生徒も教師も等しくアク
セスできる

学校教育の過去・現在・未来のモデル（Branson,1990）
Robert K. Branson 1990 Issues in the Design of Schooling : Changing the 
Paradigm. Educational Technology, Vol.30, No.4, 7-10.

経験 知識 教師



従来型の個別・協働・ICT利用（基本は一単位時間）

一斉で課題提示

教師の指示で一斉でICT活用

一斉で説明

教師の指示で一斉で協働や発表

一斉でまとめ

単元のガイダンス

よく整備された学習環境との関わりで自立的に学ぶ子ども

これからの個別・協働・ICT利用（基本は単元） 協働も子ども同士で声をかけあって自発的に

単元レベルでの徹
底した情報開示



子ども観の転換と授業のパラダイムシフト

• 子どもは無能な怠け者：教師が仕切る教育

→教師が教えなければ学ばない、学べない

• 教師の仕事は教授と管理

→授業の前提としての規律訓練

• 子どもは有能な学び手：環境を通して行う教育

→適切な環境と出合えば、自ら進んで学ぶ

• 教師の仕事は学習環境整備と足場架け

→情報開示と子どもの参画、見とりと支援



「個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実」の実現

１単位時間で考えるのはナンセンス

単元レベルでの「往還」は「奈良の学習法」などの取組があるが、常に「往還」する必要はない

カリキュラムのレベルで、子どもが質の高い「個別」と「協働」を存分に、カラフルに経験すればよい

多様な教育方法を創造的に組み合わせたカラフルなカリキュラムの創造

フリースタイル
プロジェクト

マイプラン学習 自学・自習 仲間と教師で
創る授業

学習内容 総合 教科

学習形態 個別最適な学び 協働的な学び

計画主体 子ども（たち） 教師

山形県天童市立天童中部小学校のカリキュラム



愛知県東浦町立緒川小学校のカリキュラム

３つの個別最適な学び

１）「はげみ学習」：プログラム学習

２）「週間プログラム」による学習：

単元内自由進度学習

３）「オープン・タイム」：個人総合

「集団学習」（通常の教科指導）

「集団活動」（特別活動に相当）

「総合的な学習」



カラフルなカリキュラムには、様々なバリエーションが考えられる

中目黒小は「単元内自由進度学習」＋「マイ探究」の組み合わせ

もう１つの有望な組み合わせは「単元内自由進度学習」＋「学級総合」

・・・かつての個性化教育（緒川小学校等）と信州の総合（伊那小・高島小等）の組み合わせ

諏訪市立上諏訪小、小金井市立南小、世田谷区立世田谷小など

「調整授業時数制度」を使えば、さらに様々なことが可能に・・・

cf. 「学級総合」（総合の時間で）＋「個人総合」（裁量的な時間の「学習枠」で）

何より、カリキュラム開発には時間が必要・・・裁量的な時間の「研究・研修等枠」を上限で確保

今から、どんなカリキュラムを組むか、先進事例に学びながら、夢を語り合ってほしい
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